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震名池 明

1. はじめに

日本語教育実践研究Eは、筑波大学大学院人文社会研究科国際地域研究専攻日本語教育研究コー

スの日本語教師養成プログラムの必修科目である。同科目においては、同コースの 2{i三生が筑波大学

人文文化学群日本語・日本文化学類の 4年生と合同で、日本語授業のカリキュラムの編成や受講生の

募集・教案・教材作成、教授授業、授業分析などの一連の活動を行い、日本語教育におけるさまざま

な技能を学ぶ。

今年度は 6月 1日から 7月 23日までの問、日本語教育研究コース所属の 2年生 13名(日本人 2

名・中忠人留学生 11名)と日本語・日本文化学類所属の 4年生 2名(日本人)、計 15名が教壇実習

を行った。以下、今年度の概要を述べる。

2. 実習の流れ

教壇実習そのものは約 1ヶ月半であったが、事前の準備や実習後の反省会などを行ったため、全

体としては約 10ヶ月を費Jやした。表 1に実習の流れを示す。

表 1 実習の流れ

年月 iヨ 活動内容

耳Z}或:26 j手11月 11日 実習の引き継ぎ、係、勉強会の自程、勉強会の方針を決定

平成 27年 1月"-'2月 大学院生・学類生による合同自主勉強会

4 月 13 日 ~5 月 25 1:1 通常授業(一二三先生、松11時先生、 TF2名、 TA]名)

4月 27日 受講者募集開始

5月 18日 受講者募集締め切り

5 月 15 日 ~5 月 21 日 プレースメントテスト・受講者・クラス分けの決定

6月 1日 教壇実習の開始

7月 23日 教壇実習終了

7月 27日 実習反省会およびアクション・リサーチ報告の進捗状況発表

二三先生、松崎先生、 TF2名、 TA1名)

8月 22日 実習レポート(アクション・リサーチ報告)提出

3. 実習準備

平成 26年 11月より、実習の準備を開始した。以下、その内容について述べてし 1く。
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3. 1 勉強会

平成 26年 11月に前年度の実習生から引き継ぎを受けた後、翌年の 1月から 2月にかけて週 1回、

大学院生と学類生合同で勉強会を行った。教壇に立つ実習生の大半がそれまでに iヨ本語を教えた経験

がなかったため、勉強会では主に『日本語教師のための「授業力を磨く J30 のテ』ーマ~ (アルク)を

講読し、教案の作成や日本語授業を行う上で必要となる基礎知識を確認し、話し合った。なお、勉強

会は 2つのグループ (3限・ 5限)に分かれて行った。表 2と表 3に3限グループと 5限グループそ

れぞれが取り上げたトピックを示す。

表 2 勉強会の内容 (3般)

年月日 トピック

平成 27年 1月6日 fd苦嚢の導入手JI[買についてJi教案についてJi学生への対応についてJ

1月 13日 「実習についてJiドリルについてJiゲームについてJrフィードバックの

方法について」

1 )ヲ 27日 「音声指導についてJi話す速さについてJr教科書の選択についてj

2月3日 f音声ソフトの導入についてム「授業の文字化についてJ、「実習の準備につ

いてJi教師としての人間性に関する配慮について」

表 3 勉強会の内容 (5娘)

年月日 トピック

平成 27年 1月6日 「教案についてJf詩嚢の導入についてJi媒介語について」

1月 13日 「授業分析法 ~FOCUS~ について J iゲームの目的についてJfインフォメー

ション・ギャップについてJiソロとコーラス反復について」

1月 27日 「文法説明についてJi会話指導についてJ

2月3日 「アクション・リサーチについてJi会話の提示方法についてj

3. 2 教員立会いの準備

4 J~ 13日から 5月 25日までは、毎週丹曜日に教員立会いのもと、実習の準備を行った。表4に

示す通り、この期間中は主にミニティーチング及びアクション・リサーチのテーマの発表を行った。

表 4 教員立会いによる実習の準備

年月日 活動内容

平成 27年4月 13日 各係の進捗状況、アクション・リサーチのテーマの発表

4月 20日 各グループに分かれて、ミニティーチング

4月 27Iヨ 各グループに分かれて、ミエティーチング

5月 11日 各グループに分かれて、ミエティーチング

5月 18日 各グループに分かれて、ミニティーチング

5 A 25日 反省会(全体)、アクション・リサーチのテーマ発表
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3. 3 実習運営

木実習では、実翠生は教えるだけではなく、受講生募集やカリキュラム作成など、教室運営全般

に関わる業務に携わる。そのため、実習運営のために 4つの係を設け、実習生全員で分担した。ただ

し、係を決めた時点では、実翠に参加する学類生が確定していなかった。そのため、業務は大学説生

で分担した。各イ系の進捗状況の報告や連絡は、勉強会やメーリングリスト、共有フォルダを通じて行

った。表 5に係と仕事内容を示す。

表 5 係と仕事内容

係名 人数 仕事内容

カリキュラム 1名 1 カリキュラムの管理

募集 8名 1 Facebookの立ち上げ、連絡用のメールボックスの作成

2 ポスター作成

3 申し込み受付

4 ニーズ調査の作成・実施

5 レディネス調査の作成・実施

6 プレースメントテストの作成・実路

実習生 2名 1 メーリングリストの作成・管理

2 共有フォルタマの管理

3 見学日の調整

備品 2名 1 備品の管理・発注

2 使用教室の利用 l字詰・鍵担当の誠整

3 撮影マニュアノレ作成・配布

4.教壇実習

事前準備を経て、 6月 113から 7月 23日までの約 1ヶ月半、教壇実習を行った。

4. 1 受講者とクラス設定

4月 27日から 5月 19日まで、受講者の募集活動を行った。学内や学外のコンビニや飲食j苫などのポ

スター掲示、筑波大学留学生センターでの呼びかけやピラ配りなどを通して募集活動を行った。

今年度は、 33名の受講申し込みがあった。クラスのレベルを把握するために、申込者に対して、

プレースメントテストおよびニーズ・レディネス調査を実施し、その結果に基づいてクラスを J]と

J 2のクラスに分けた。 J1クラスはゼロレベノレに相当し、 J2クラスは日本語が少しできる程度の

クラスである。申込者のうち 9名は、レベノレが高すぎる、もしくは、スケジューノレが合わないという

理由から、受け入れを断念し、メールで、お礼と謝罪を述べた。以下、表 6にプレースメントテストの

問題を、表 7にニーズ・レディネス調査における質問を、表 8にクラス構成を示す。
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表6 プレースメントテスト

~ Please read the hiragana and katakana below. 

a) あおい、いっしょに、たべる、せんせい、かんばい

b) カメラ、デ、パート、スイッチ、ニュース、パソコン

~ Write down the price you hear 

6円、 100円、 32円、 1万円、 4千 500円

~ Te11 the time in Japanese. 

8:00、2:30、 9:00、 4:30、 7:15 

~ Please translate the following words into Japanese as many as you could. 

student， morning， afternoon， whi te， black， red， this， that， next week， key， today， station， 

coffee， television， pencil 

~ Please answer the following questions. 

How do you say “Good morning" /“Good afternoon" /“Good evening" in Japanese? 

How do you say “Excuse me" in Japanese? 

You are introducing your friend， Hanako， to others. How do you say “This is Hanako" 

in Japanese? 

When do you say rし1ただきますJ? 

Please say Monday to Sunday in Japanese. 

Please count one to ten in Japanese. 

You want to go somewhere and you want to know how to get there. How do you say “1 want 

to go to"'" ? 

What will you probably say when you invite someone to dinner? 

What wil you probably say when you accept the invitation? 

What will you probably say when you refuse the invitation? 

What will you probably say when you ask for the location of some place? 

Now you are at a convenience store， and you want to buy three pieces of fried chicken， 

what will you probably say? 

You have lost something in a shopping center and you want find out whether the item 

has been delivered to information office. What will you say? 

Please introduce yourself in Japanese. 

表7 ニーズ・レディネス調査

1. In your day-to-day life in Japa~ in what kind of situation do you get in trouble by not 

knowing Japanese? 

2. What would you like to do with Japanese in the future? 

3. How long and where have you learned Japanese? 
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4. How long will you stay in Japan? 

5. How much time can you spend on studying ]apanese every day? 

6. Our classes will focus on natural ]apanese expressions in specific situations such as 

inviting someone for dinner or asking someone for help. We will not focus 011 grammars. Are 

you 01¥ w1th i t? 

7. If you are 01¥ wi th question 6， then what kinds of expressions do you want to learn 1l10stly? 

表 8 クラス構成

J ] J 2 

学習者のレベル ほぼゼロ(ひらがなが読める程度) 日本語が少しできる(初級前半)

人数 15名 9名

国籍 ウズベキスタン(1人)、タジキスタン(1人)、 インドネシア (4人)、中国(2 

ベトナム(1人)、インドネシア(2人)イン ノ¥.)、モンゴ、ル(1人)、ベトナム

ド(1人)、パングラデッシュ (4人)、スリラ ( 1人)、ノレーマニア(1人)、

ンカ(1ノ¥.)、ケニア (1)¥)、ナイジエリア(1 

人)、モザンピーク(1人)、ルーマニア(1人)

内容(場面・機能 自己紹介する、場所を尋ねる、注文する、忘れ 場所を尋ねる、買い物、市役所、

など) 物を探す、買い物する、誘う、病院へ行く、パ 病院、美容院、誘う

ーティへ行く

関誌!日 木11窪田 月曜日

コマ数/週 3コマ/週 3コマ/週

4. 2 実習グ、ノレープ

今年度は、実習生を二つのクソレーフ。 (Jl.J2) に分けた。ク、、ループ。分けに当たっては、日本人

と留学生、日本語教授経験者と未経験者、大学院生と学類生などのバランスを考慮した。その結果、

J 1クツレーフ。は 8名、 J 2グループは 7名となった。

4. 3 授業の方針と方法

]コマ 40分の授業を 1日3コマ実施した。 1コマ iヨ・ 2コマ目は、新出文型や語葉の導入及びタ

スク、 3コマ自は 1コマ|ヨ・ 2コマ自で学習した内容を活かして、学習者が設定された場面で会話が

できるように練習させることを授業の方針とした。つまり、 3コマの授業を 1つの場面で、連携させ、

毎回の授業で習ったことがすぐ生活に生かせることを自的とした。

授業は、基本的にお本語のみを使用する直接法で、行った。実習生が授業を行っている|帯、指導教員

及び TF• TA、河じクツレーフ。の他の実習生は、実習室の隣にある観察室において授業の観察・評価を

った。ビジター(大学院一年生・学類三年生)は、教室内において授業を観察しながら、必要に応

じて、実習生のサポートをした。 3コマの授業の後は、指導教員と TF• TA、実習生、ビジターで反
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省会を行った。全て の授業は、実習室に設置しで ある 2台のカメラで撮影・録画された。

なお、 Jl・J2のカリキュラムを立てる際には様々な教科書を参考にしたが、クラスでは特に教科

書は使用しなかった。その代わりに、授業後には、新出諾葉や新出文型をまとめたリストを配布した。

4. 4 授業の内容

J 1は毎週木曜誌に、 J2は毎週月曜日に授業を実施した。授業内容については、プレースメント

テストとニーズ・レ ディネス調査の結果を基に、学 習者のニーズ、に合わせたカリキュラムを立てた。

基本的 には 11ヨの授業において 1つの場面を設定し、その場面において、ある程度会話ができるよう

になることを 13標とした。以下、表 9に Jlのカリキ ュ ラ ム を 、 表 10に J2のカリキュラムを示す。

な お、学習項岳には主に新出文型および来ITIIl表現を挙げ、新出単語は害IJ愛した。

表 9 J1のカリキュラム

授業・ I::j付 場 面 コマ Can-do 学習項目

@簡単な自己紹介ができる i <人名〉ですJrく人名〉と呼んでくださしリ「おはよ

1 うごぎいます/こんにちは/こんばんはJi初めまし

てJiどうぞよろしくお願いしますJ

第 1週 iヨ 自己 紹 @他人に聞くことができ 「どこから来ましたかJiーから来ましたJ旬、つ来

6)ヲ4日 フ|する 2 る・聞かれたら答えられる ましたかJr~に来ましたJ

(出身国・来日時期)

@自分の退官|球を言うことが 「趣味はなんですかJi <読書〉で、すJr~ さんはj 九、

3 
できる いですねJ

-場所を尋ねることができ i <図書館〉はどこですかJiここですJr今、どこで

1 る すかJrあのう、すみませんJrありがとうございま

すJrすみません、わかりませんJ
第 2週目 場所を

.場所の具体的な位置を苓ー i (ATM) の〈近く〉ですJr (2階)の (ATM) の〈近
6月 11EI 尋ーねる 2 

ねることができる く〉ですJ r ~は何!暗ですかJ r~はどの辺ですかJ

-商品の;場所を尋ねること i(トイレ)は(そこ〉ですJi (ATM) はあそこですJ
3 

ができる 「あ、そうですかJrわかりましたJ

@メニューを指さしながら、 fくこれ〉をくださし、Jiあと、(コーラ〉をくださしリ

注文することができる [し、らっしゃいませJf何名様でしょうかJiこちら
1 

.レストランで活員の言葉 へどうぞJiかしこまりましたJ

第 3週 自 注文す を理解することができる

6月 18臼 る -簡単な表現を錠って、居酒 「禁煙席と喫煙蕗どちらになさいますかJi禁煙席/

2 屋で注文することができる 喫煙席ですJf(どール> (3つ〉くださし¥J r~にし

ますJrご注文を確認させていただきますj

3 -居酒屋で注文することが fくこれ〉とくこれ〉にしますJfくコーラ><2つ〉とく鷹揚
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できる げ〉くださし、JrごいっしょでよろしいですーかJr別々

でお願いしますJ

@自分の忘れたものを相手 fすみませんJrUl'段、く傘〉を忘れたんですがJr少々

に{云えることができる お待ちくださしリ「これですかJ1あっ、はい、そう/

第 4遜目 忘れ物
それです」九、いえ、それじゃありませんJ

@忘れ物の特徴を簡単に述 「ど、んなくぎ~>で、すか J 1く思〉のくぎ~>です-J 
6月 25日 をj架す 2 

べることができる

@実際の場面で忘れ物を確 「し、つごろJrどのようなJrどの辺Jr~か~ですJ
3 

認することができる 「大変申し訳ございませんj

@スーパーで商品の場所在 1 (電池〉、ありますかJrくあちら〉にありますJ1(1吹

1 尋;tることができる 画)の(本>J rございませんJ1 申し訳ございませんj

fご案内しますj

8Jl担を買うときに、自分の欲 「これ、(赤の〉ありますかj
2 

しい色があるか尋ねられる

第 5週iヨ 買い物
@貿い物をするときに、友達 fどつら/何色のがいしリ fこっちがいいJI--にし

7月 2日 する
からアドノくイスをもらうこ ますJr-と思いますJ1そうですねJ1じゃ、こっち

とができる にしますJ1でも、こっちにしますJ
3 

@賢い物をするときに、友達

にアドバイスをすることが

できる

-友達を誘うことができる I~を食べますJI~を飲みますJr~に行きますJr~

@誘いを受付たり、断ったり をしますJr ~を見ますj f~ませんかJ r~見に

することができる 行きませんかJr~欽みに行きませんかJ rしましょ

1 
うJr行きましょう J r大丈夫(否定の意味ー)J r~は

ちょっとJI(アノレノくイト〉がありますからJIじゃ、

第 6週iヨ
誘う また今度J

7月 9日
@友達な誘うとき、相手の好 I-が好きですJfU寺間がありますかJ

2 みや意見を聞くことができ

る

-待合せの場所と11寺間を決 11可11寺に会いますかJ1どこで会いますか」九、いで

3 
めて、約束することができる すよj

-体調が惑くなったとき、症 「頭が痛いJ1頭が痛くてJ1大丈夫ですかJfお大事

i犬を簡単に言話してよ手j1きを III にJr平く帰ってもいいですかJr一緒に病院に行つ

第 7週目 病院へ
1 し1:1:¥ることができる てくれませんかJ

7 )ヲ 16S 行く
@友達に病院まで連れてい

ってもらうことができる
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@病院での受付の流れを把 fどうされましたかJi(咳)が出ますj 川、っからで

握し、匿者の指示を理解する すかJr <昨iヨ)からですJiお持らくださしリ「様子

ことができる をみましょう Ji服をまくってくださしリ

2 
@医者からの簡単な質問に

対して、短い簡単な言葉で答

えることができる

@薬の使用方法の説明を国! 「こちらは (ij91娩)J i 1 Iヨに (2¥豆I>Ji(昼食前)に

3 
解することができる お(飲み〉くださしリ 「出します」

@パーティーのとき、相手に i"，ましょうかj

1 何か頼んだりすることがで

ハ。ーァ】ーー きる

第 8逓目
ィーへ .，ヨ本語を使って、パーティ 総復習(パーティー実施)

7月 23日 2 
行く ーに参加することができる

@日本語を使って、パーティ 総復習(パーティー実施)

3 
ーに参加することができる

白血喧L同町』

表 10 J 2のカリキュラム

授業・日付 場面 コマ Can-do 学習項目

-人に場所を尋ねることが 自己紹介、国名、「一緒に行きましょう」

できる

1 -道を尋ねられた|擦に、一緒

にf子ってあげることができ

第 1週目 場所を る

6)ヲ1自 尋ねる @場所の説明をしたり、説明 í~はどこにありますか」

2 を閉し、たりすることができ

る

.場所を尋ねたり、相手に説 i"，に行きたいんで、すがJ rどの駅で降りたらいい
3 

明したりすることができる ですかJ iOO駅で降りてください。」

.コンピエやスーパーで見 fこちらですJr(欲ししづんですがJrひとつ、ふた

っからないものを活員に尋 つ一.J rこちらをOつくださしリ「こちらをOつお願

ねることができる いしますj

第2週間 1 

6月 8日
寅い物 -衛単な助数詞を使って、欲

しいものの数などを表現す

ることがでらきる

2 .コンビニで会計する際、 i苫 「はい、お願いしますJ九、いえ、結構で、すj お金の
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員の発話を理解し、反応する 数え方

ことができる

@会計する I~~に、数字の開き

取りができる

@簡単な助数詞を使って、欲 r~をいただけますかJ r<浪め/分け)てくださしリ

しいものの数などを表現す í~でお願いしますJ í~本J

ることカ2て‘きる

3 @正fh~t'，ll誌入の|際、簡単な敬語

表現を使って!苫員の発話を

理解したり指示を出したり

することができる

@国外IISJi!i-の際の市役所で 市役所で用いられる単語

1 の諸手続きに|鶏して、聞いて

理解することができる

-市役所での書類の受け耳元 r-に住んで、いますJ r-てからJ iもう一度-J

第 3i題担
市役所 2 りや届け出の際に、受け答え f少々お持ちくださし、J r合っていますかj

6月 15日
ができる

@どザ関連の書類が理解で r~ したいんで、すけど J iどんな書類が必要ですかj

3 きる fすみませんJrもう一度お願いしますJi手数料は

いくらですかJr失礼します」

@病院の受付でのやりとり r~てくださしリ r~は~誌でどういいますかj
1 

ができる

@病院や市役所などで場所 r~のどこですかっ(聞き直し)J r~つ I~ の角を右

の説1~1 をされたとき、指示を /左にIHJがるとー」

聞きとることができる

2 
第 4選回 @自分の家について、簡単に

病院①
6月 22I=l 場所を説明することができ

る

-医者の指示を理解し、従う i(1咳がひど)くて、(頭が痛し、〉んですJí~てもい

ことがで、きる いですかj

3 
81き分の病状について説明

することができる

-薬の飲み方の説明を;底解 í~なければなりませんJ r~ないといけませんJ í~ 

1 
まえにJ r~あとでj第 5週目 することができる

病院②
i(右の奥歯)が痛むんですJí~ ぐらい前からですj6月 29日 8tお医者で自身の症状を伝

2 
えることができる
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-歯医者の受付でのやりと

りができる

-病院での一通りの会話が 復習 (4、 5i1!il1ヨのまとめ)

3 
できる

-電話で美容院のす'約がで r (カットの)予約したいんですけどJrqlし訳ごぎ

1 
きる し、ませ:IνJ 

-美容院の受付でのやりと 「いいですj 九、いですねJrどれくらしリ fこれくら

りができる しリ

.i'El手の1'13し出を受け入れ

たり、|折ったりすーることがで

2 
きる

-雑誌を使って、 I~ 分が希望
第 6週自

美容院 する髪型を伝えることがで

7月 6日
きる

.J二、下、名、左などの表現 「もう少し~くしてくださしリ

を用いてものの位置につい

ての話ができる

3 -自分の意志を伝えて交渉

できる

-美容院で必要となる基本

l持な会話ができる

-友人を遊びに誘うことが f(一緒に遊び〉に行きませんかJi------より近いですj

できる r <鎌倉) Iこ行きましょう j

1 -遊びに行く場所を、相手と

一緒lこ決めることができる

第 7週|ヨ
誘う

7月 13日 -遊びに行く日時を、相手と i(行く〉ことにしますJi------にします」

2 
一緒に決めることができる

-遊びに行く日程と場所を、 f(暑〉そう(推量)J

3 相手と一緒に決めることが

できる

5.教壇実習後の活動

教壇実習後、反省会および実習レポートの構想、発表を行った。実習レポートとは日本語教育実践研

究Eの必須課題である。日本語を教える上での技術を高めるため、実習生は自分のテーマについて、
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各自の実習のどデオ、教案、授業後の反省会でのコメント、反省会の議事録などのデータを基に、分

析を行う。反省会では、実習生が自分のテーマに沿って、感じたことや気付いたこと、改善点などを

話し合った。

6. 今年度の実習後の反省と評価

今年度の実習の目標は「学習者のニーズ、と実生活に役立つ日本語を教えることを重視した場面シラ

パス」を作成することである。従来の文法シラパスと異なり、場面シラパスを選-択した理由は、学習

者を一刻も早く日本の生活に慣れさせるためで、あるc 学習者のプレースメントテストとニーズ・レデ

ィネス調査の結果からも、日本で日常生活を送る上で遭遇する場面において何と言ってよし 1かわから

ないという不安を、多くの学習者が抱いていることがわかった。 J1のようにゼロレベルの学習者は

尚更であろう。そのような学習者たちのために少しでも実生活に役立つ日本語を教えるため、 J]と

J2両方のクラスにおいて、学習者のニーズに合わせたトピックを選んだ。

しかし、反省しなければならない点もいくつかある。まず、実習生の連携が不ト分であった。 1Iヨ

に3コマあったが、ティーチャートークやローマ字表記が統一されておらず、学習者の混乱を招きか

ねない場面もあった。また、新出表現や文型の導入において、学習者にただ、復喝させるだけで済ませ

た場面もいくつか見られた。そのため、授業では覚え、言うことのできた学習項目を、学習者たちが

実際に、実生活の中で錠用できるようになったかどうかは定かではない。

評価できる点としては、主に 2つある。 1つlヨは、学習者の意欲を掻き立てることができたことで

ある。最後の授業では学習者から、まだまだ勉強したいという声や、同様のコースが再び開講される

ときは知らせてほしいとの声が上がっていた。 2つ目は、実習生自身の成長である。本実習では、実

習方針の決定、教材分析、受講者の募集、プレースメントテストの実施、シラパス・教案作成および

授業の実施という、日本語クラスを運営するにあたっての一連の過程を経験することができた。計

15名の実習生の大半が教壇に立った経験がなかったが、本実習を終えた今は、日本語を教える上で、

必要な基礎知識およびスキルが身に付いたと感じている。

7. 終わりに

本実習の概要は以上の通りである。今回の教育実習では大変貴重な経験を得ることができた。実習

生にとっては初めての経験が多く、準備段階から多くの困難に直面したが、さまぎまなパックグラウ

ンドを持った実習生がお互いに協力し合うことで、多様な観点から問題解決iこ当たることができた。

準備、教壇実習、実習レポートの作成を通して学んだことは、きっと今後の日本語教育活動に生かさ

れるであろう。
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